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長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

i
西
洋
近
代
的
自
由
刑
の
移
入
を
問
題
と
し
て
ー

手

塚

豊

一二三四

は
し
が
き

長
岡
藩
の
寄
場
と
、
河
井
綴
之
助

河
井
の
師
山
田
方
谷
の
獄
制
論
と
、

む
　
す
　
び

松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

一
　
は

し
　
が
　
き

　
わ
が
國
に
お
け
る
近
代
的
自
由
刑
の
獲
端
は
、
寛
政
二
年
（
卜
牝
九
）
に
開
設
さ
れ
た
幕
府
の
加
役
方
人
足
寄
場
と
す
る
の
が
定
読
で
あ
る
。
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

保
＋
四
年
（
煮
四
）
、
幕
府
は
天
領
の
み
な
ら
ず
大
名
領
地
に
お
い
て
も
そ
の
例
に
な
ら
い
、
寄
鰻
置
方
を
藷
し
た
の
で
、
各
地
に
お
い

て
、
寄
場
も
し
く
は
そ
れ
と
類
似
の
施
設
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
明
律
を
繊
受
し
て
徒
刑
を
開
始
し
た
地
方
も
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、

特
殊
の
自
由
刑
と
し
て
奴
刑
の
制
度
が
行
わ
れ
た
地
方
も
あ
る
。
從
來
か
ら
一
般
的
に
行
わ
れ
て
き
た
追
放
刑
の
弊
害
が
自
畳
さ
れ
る
や
、
そ
れ

に
代
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
犯
人
の
教
化
、
改
善
を
主
旨
と
す
る
近
代
的
自
由
刑
の
稜
生
は
、
必
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
つ
た
。
ま
た
一
部
の
學
者

　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
一
一
二
一
）



　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
三
一
二
）

に
よ
つ
て
、
自
由
刑
の
提
唱
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
議
達
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
西
洋
に
お
い
て
は
、
感
報
、
威
嚇
、
排
害
を
目
的
と
し
た
古
代
自
由
刑
が
、
十
六
世
紀
か
ら
衰
退
し
、
あ
ら
た
に
螢
働
を
通
じ
て
犯
人
を
改
善

せ
ん
と
す
る
近
代
的
自
由
刑
が
勃
興
し
た
。
一
五
五
〇
年
頃
の
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ
イ
ド
ウ
エ
ル
懲
治
場
（
国
o
垢
Φ
9
8
昌
Φ
＆
8
亀
切
臥
留
名
亀
）
、

一
五
八
八
年
の
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
、
一
五
九
五
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
の
懲
治
場
（
N
き
辟
匿
量
・
円
蓉
耳
9
一
の
）
は
、
そ
の
先
躍
と
し
て
著

名
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
徳
川
時
代
の
わ
が
國
自
由
刑
は
、
そ
う
し
た
西
洋
の
制
度
と
は
關
係
な
く
、
濁
自
の
稜
達
を
途
げ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
當
時
に
お
い
て
も
、
西
洋
の
事
情
は
、
蘭
學
者
を
通
じ
て
か
な
り
の
程
度
ま
で
傳
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
西
洋
の
監
獄
制
度
か
ら
直
接
の
影

響
を
う
け
た
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
も
、
十
分
に
想
像
さ
れ
る
。
當
時
行
わ
れ
た
各
種
の
自
由
刑
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
先
學
に
よ
つ
て
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
西
洋
の
そ
れ
を
直
接
に
模
倣
し
た
も
の
と
し
て
、
報
告
さ
れ
た
事
例
は
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小

野
清
一
郎
博
士
が
「
江
戸
時
代
に
お
い
て
鎖
國
政
策
が
と
ら
れ
た
と
は
い
へ
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
西
洋
と
の
交
通
も
少
し
づ
つ
は
行
わ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

で
あ
る
か
ら
、
西
洋
近
世
の
刑
事
制
度
の
影
響
が
あ
つ
た
こ
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
確
謹
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
所
以

で
あ
ろ
う
。
近
世
日
本
刑
事
法
史
の
研
究
に
お
い
て
、
惜
し
む
べ
き
室
白
の
一
餉
で
あ
る
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
は
、
こ
れ
ま
で
法
制
史
家
の
注
意
を
ひ
か
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
創
立
者
が
西
洋
の
獄
制

を
讃
美
し
た
山
田
方
谷
で
あ
つ
た
關
係
か
ら
、
西
洋
の
近
代
的
自
由
刑
か
ら
直
接
の
刺
激
を
う
け
て
開
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
ま

た
長
岡
藩
の
寄
場
は
、
そ
の
影
響
の
も
と
に
創
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
室
白
を
埋
め
る
に
は
、
鯨
り
に
も
未
熟
な
論
老
で

は
あ
る
が
、
こ
こ
に
乏
し
い
資
料
を
綴
り
合
せ
、
爾
者
の
開
設
事
情
と
そ
の
内
容
を
考
察
し
、
私
の
推
察
を
裏
付
け
た
い
と
思
う
。

　
（
1
）
　
三
浦
周
行
「
追
放
刑
論
」
・
「
法
制
史
の
研
究
」
所
牧
・
一
〇
一
六
頁
。

　
（
2
）
　
例
え
ば
、
金
田
卒
一
郎
教
授
は
、
「
近
世
懲
役
刑
小
考
」
に
お
い
て
、
小
倉
、
八
戸
、
水
戸
、
佐
賀
、
岡
山
、
秋
月
、
松
山
（
四
國
）
、
熊
本
、
中
村
、
金



　
澤
、
新
装
田
、
中
津
、
宇
和
島
、
西
條
、
徳
島
、
秋
田
、
仙
蜜
、
鉗
馬
な
ど
で
行
わ
れ
た
自
由
刑
ま
た
は
そ
れ
が
類
似
の
制
度
を
紹
介
さ
れ
　
（
「
九
大
十
周
兜
，

　
記
念
法
學
論
丈
集
」
所
牧
・
二
九
－
三
六
頁
）
、
辻
敬
助
氏
は
、
「
目
本
近
世
行
刑
史
稿
」
に
お
い
て
、
大
阪
、
京
都
、
秋
田
、
長
岡
、
箱
館
、
福
岡
、
小
倉
、

　
松
山
（
四
國
）
、
水
戸
、
相
馬
、
長
崎
の
各
地
の
そ
れ
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
上
巻
・
九
六
八
頁
、
九
八
七
頁
、
九
八
九
頁
）
。

（
3
）
　
吉
田
松
陰
、
橋
本
左
内
、
久
坂
玄
瑞
等
の
獄
政
改
革
論
に
ほ
、
「
海
國
圖
志
」
（
欧
羅
巴
人
原
撰
、
林
則
徐
漢
課
、
成
豊
二
年
）
（
一
八
五
二
年
）
を
通
じ

　
て
ア
メ
リ
カ
の
獄
制
の
影
響
が
み
ら
れ
る
（
吉
野
作
造
「
獄
制
改
革
」
・
「
新
井
白
石
と
ヨ
ワ
ン
・
シ
・
ー
テ
」
所
牧
・
一
六
八
頁
以
下
、
尾
佐
竹
猛
「
吉
田

　
松
陰
、
橋
本
左
内
の
獄
制
改
革
論
」
・
「
明
治
丈
化
叢
読
」
所
牧
二
二
三
頁
以
下
、
細
川
覇
市
「
日
本
に
お
け
る
近
代
的
自
由
刑
の
先
騙
」
㊧
・
目
本
法
學

　
第
五
巻
四
號
九
六
頁
以
下
等
参
照
）
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
實
際
に
行
わ
れ
た
自
由
刑
と
の
結
び
つ
ぎ
は
見
當
ら
な
い
。

（
4
）
　
小
野
清
一
郎
「
目
本
刑
法
の
．
歴
史
的
登
展
」
・
「
刑
罰
の
本
質
に
つ
い
て
、
そ
の
他
」
所
牧
・
四
〇
六
頁
。

二
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
、
河
井
縫
之
助

越
後
の
長
岡
藩
は
、
元
和
四
年
三
月
（
麩
）
、
牧
野
駿
河
守
（
鳶
允
恵
察
、
越
後
頸
城
饗
峯
（
五
砦
）
か
ら
長
岡
霧
封
さ
れ
た
の

に
始
ま
る
．
領
地
筈
衣
蒲
原
墨
の
三
郡
に
わ
た
り
、
石
高
は
元
和
六
年
（
骸
、
一
）
に
謬
の
分
を
併
せ
て
七
萬
四
干
石
、
そ
窪
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
領
地
に
は
多
少
の
攣
更
が
あ
つ
た
が
、
石
高
は
攣
ら
ず
、
十
二
代
駿
河
守
忠
訓
が
薩
長
の
雄
藩
に
醤
抗
、
幕
末
史
の
最
後
を
血
で
彩
る
決
職
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

敗
れ
、
明
治
元
年
十
一
月
、
明
治
政
府
か
ら
朝
敵
と
し
て
官
位
被
槻
、
領
地
没
牧
の
命
を
う
け
る
ま
で
、
約
二
百
五
十
年
間
つ
づ
い
た
。
石
高
は

か
な
ら
ず
し
も
多
く
な
か
つ
た
が
、
九
代
忠
精
、
十
代
忠
雅
、
十
一
代
忠
恭
等
相
次
い
で
幕
府
の
老
中
の
職
に
就
任
し
、
徳
川
譜
代
の
藩
と
し
て

重
き
を
な
し
た
。

　
幕
末
の
頃
、
同
藩
に
寄
場
が
新
設
さ
れ
、
近
代
的
自
由
刑
の
萌
芽
と
み
ら
れ
る
制
度
が
實
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
法
制
史
家
に
よ
つ
て
注

目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
辻
敬
助
氏
は
前
に
も
一
言
し
た
ご
と
く
、
徳
川
時
代
自
由
刑
の
一
つ
と
し
て
そ
れ
を
探
り
あ
げ
「
日
本
近

　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

世
行
刑
史
稿
」
に
、
「
長
岡
市
史
」
の
次
の
一
節
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
。

長
岡
藩
の
寄
揚
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

三

（
三
一
三
）



　
　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
一
一
二
四
）

　
　
　
慶
懸
二
年
十
一
月
河
井
縷
之
助
郡
奉
行
兼
番
頭
格
町
奉
行
と
な
る
や
、
風
紀
改
良
の
第
一
着
手
と
し
て
寄
場
と
講
す
る
懲
役
場
を
設
け
、
e
一
旦
庭
刑
せ
ら
れ

　
　
た
者
で
蹄
る
に
家
な
き
者
　
⇔
同
上
再
犯
の
虞
あ
る
者
㊧
浮
浪
の
徒
㊨
素
行
不
良
な
る
者
を
牧
容
し
て
、
感
化
遷
善
に
努
め
た
。
そ
の
法
、
髪
は
五
分
刈
と

　
　
し
、
賭
色
の
衣
服
を
着
せ
て
、
一
見
常
人
と
匠
別
す
る
を
得
し
め
、
且
つ
瞥
役
の
法
を
立
て
、
李
素
の
職
業
に
懸
じ
、
一
定
の
時
間
内
そ
れ
ぞ
れ
勢
役
を
課
し
、

　
　
或
は
人
足
と
し
て
官
用
及
私
用
に
使
用
し
、
日
々
得
た
る
賃
銀
中
よ
り
食
費
を
擦
除
し
残
鹸
は
蓄
積
し
置
き
て
、
出
場
後
正
業
に
就
く
の
資
本
に
供
せ
し
め
た
。

　
　
而
し
て
夜
は
時
々
彼
等
を
一
堂
に
集
め
場
長
自
ら
心
學
本
な
ど
を
讃
み
聞
か
せ
て
、
因
果
雁
報
の
道
理
を
読
き
、
只
管
遷
善
を
渤
め
て
之
れ
が
薫
化
に
努
め
た
。

　
　
刑
期
は
不
定
で
、
改
俊
の
状
顯
著
な
れ
ば
、
随
時
出
場
を
許
し
て
其
の
本
籍
地
に
還
ら
し
め
た
。
叉
此
庭
を
逃
走
す
る
者
は
斬
罪
に
庭
す
る
事
と
し
て
、
一
人
の

　
　
犠
牲
者
を
出
し
た
れ
ば
、
一
同
櫻
を
な
し
て
皆
從
順
に
命
を
奉
じ
同
時
に
遊
民
浮
浪
の
徒
を
減
じ
、
風
俗
改
善
の
効
著
し
く
現
は
れ
た
。
罐
之
助
は
之
を
一
殺
萬

　
　
生
の
法
と
云
つ
た
。
蓋
し
此
の
寄
場
は
全
く
纏
之
助
の
創
意
に
出
た
の
で
は
な
い
が
、
斯
く
ま
で
實
行
せ
る
は
偉
と
す
べ
く
、
唯
幾
許
も
な
く
明
治
戊
辰
の
攣
翫

　
　
と
な
り
、
此
等
改
良
も
僅
か
に
一
部
に
止
ま
つ
た
の
は
惜
し
い
事
で
あ
つ
た
。

　
辻
氏
は
こ
の
引
用
に
と
ど
ま
り
、
何
の
読
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
市
史
の
記
述
を
、
嚴
密
に
解
繹
す
る
と
、
こ
の
寄
場
で
行
わ
れ
た
の

は
純
粋
の
保
安
盧
分
で
あ
つ
て
ー
そ
れ
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
當
時
と
し
て
進
歩
的
行
刑
で
は
あ
る
が
　
　
刑
罰
と
し
て
の
自
由
刑
で
は
な
か

つ
た
よ
う
に
も
理
解
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
保
安
庭
分
と
刑
罰
と
の
匠
別
が
は
つ
き
り
し
な
い
當
時
の
こ
と
と
て
、
寄
場
が
爾
者
を
併
せ
執
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
場
所
で
あ
つ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
市
史
の
前
述
の
記
述
で
は
、
寄
場
と
自
由
刑
と
の
關
係
が
い
か
に
も
曖
昧
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
主
と
し
て
自
由
刑
の
執
行
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
市
史
が
典
振
と
し
た
と
思
わ
れ
る
今
泉
鐸
次
郎
著
「
河
井
綴
之
助
傳
」

に
よ
つ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
新
に
寄
場
を
設
く
、
構
之
助
は
從
來
の
牢
獄
の
外
に
新
に
寄
せ
場
と
構
す
る
懲
役
場
を
設
け
し
が
（
御
蝋
座
跡
帥
ち
今
の
呉
服
町
裏
）
、
こ
れ
不
浪
の
徒
を
取

　
　
締
る
方
針
に
出
で
た
る
者
に
し
て
、
賭
博
を
始
め
、
親
子
虐
待
、
喧
嘩
創
傷
、
飲
ん
だ
く
れ
等
の
犯
罪
者
印
ち
領
分
梯
、
組
梯
、
村
梯
等
追
放
の
刑
に
當
る
者
は

　
　
悉
く
此
に
牧
容
せ
り
。
…
…
當
時
の
場
長
は
外
山
脩
造
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
さ
ら
に
、
寄
場
に
お
け
る
行
刑
歌
況
に
つ
い
て
は
、
當
時
を
知
る
次
の
宮
下
富
太
郎
談
に
よ
つ
て
、
一
暦
く
わ
し
く
到
明
す
る
。



　
　
御
蝋
座
が
塵
さ
れ
て
、
其
跡
へ
寄
せ
場
と
云
ふ
も
の
が
出
來
た
。
ま
あ
懲
戒
場
と
云
ふ
や
う
な
も
の
で
、
今
の
刑
務
所
と
感
化
院
を
兼
ね
た
檬
な
も
の
で
あ

　
る
。
そ
し
て
此
庭
に
は
割
合
に
輕
罪
の
者
を
牧
容
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
て
、
重
罪
犯
を
入
れ
る
爲
め
に
は
別
に
牢
屋
（
荒
屋
敷
、
今
の
越
佐
新
報
肚
附
近
）
が

　
あ
つ
た
。
寄
せ
場
の
食
物
は
、
一
日
に
牛
揚
米
三
合
と
定
つ
て
居
つ
た
が
、
月
の
六
齋
日
に
は
緋
な
ど
の
御
馳
走
が
あ
つ
て
、
牢
屋
よ
り
は
待
遇
が
よ
か
つ
た
。

　
　
朝
四
時
に
は
、
板
木
を
合
圖
に
囚
人
は
起
さ
る
る
の
で
あ
る
が
、
起
ぬ
時
は
枕
を
叩
い
て
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
枕
は
杉
の
木
の
角
二
間
位
の
長
さ
の

　
も
の
で
、
之
に
多
勢
が
頭
を
並
べ
て
疲
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寝
具
は
藁
を
打
つ
て
造
つ
た
ネ
コ
と
構
す
る
も
の
を
用
ゐ
て
あ
つ
た
が
、
冬
で
も
相
當
暖
か
く

　
休
め
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
そ
れ
で
仕
事
も
皆
興
へ
ら
れ
、
町
の
も
の
は
仕
立
、
大
工
、
左
官
、
百
姓
は
藁
仕
事
と
い
ふ
や
う
に
、
分
に
鷹
じ
て
各
々
得
意
の
も
の
を
割
當
て
ら
れ
た
。
叉

　
家
中
な
り
町
家
な
り
、
希
望
に
依
り
て
は
仕
事
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
時
に
は
、
五
人
位
を
一
と
組
と
し
て
親
方
が
引
率
し
て
い
つ
た
。
彼
等
は
傭
れ
て

　
　
い
つ
て
も
飢
暴
や
逃
走
な
ど
は
絶
え
て
せ
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
賃
銀
は
町
方
相
場
の
牟
額
な
の
で
、
囚
人
の
出
仕
事
は
一
般
か
ら
相
當
に
麟
迎
さ
れ
た
さ
5
で
あ

　
る
。

　
　
囚
人
は
丁
髭
を
落
さ
れ
て
、
三
分
の
坊
主
刈
で
あ
つ
た
。
着
物
は
紅
殼
で
染
て
、
澁
で
色
を
と
め
た
法
被
檬
な
も
の
で
、
直
ぐ
人
眼
に
つ
い
た
。
そ
れ
ゆ
ゑ
子

　
供
ま
で
が
、
囚
人
を
見
る
と
「
親
を
殿
つ
た
り
喧
嘩
を
し
た
り
柿
の
看
板
赤
ず
き
ん
」
な
ど
x
は
や
し
立
つ
て
居
つ
た
。

　
　
寄
せ
場
の
囚
人
は
、
河
井
さ
ん
の
計
ら
ひ
で
、
出
入
は
非
常
に
寛
大
で
あ
つ
た
。
夜
の
十
時
過
ぎ
に
な
れ
ば
、
自
宅
や
親
類
な
れ
ば
行
つ
て
來
て
も
宜
し
い
と

　
　
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
つ
た
。
然
し
出
る
時
に
は
、
翌
朝
の
七
ツ
時
（
午
前
四
時
）
迄
に
屹
度
戻
つ
て
來
る
や
う
、
若
し
其
時
刻
迄
に
蹄
ら
ぬ
と
打
首
に
虞
す
る

　
旨
を
嚴
重
に
言
ひ
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
違
反
者
で
斬
首
さ
れ
た
も
の
は
三
人
あ
つ
た
が
、
一
人
は
古
志
郡
山
通
村
の
青
木
某
…
…
此
の
外
に
古
志
郡
一
之
貝

　
　
の
男
と
椿
澤
の
男
と
都
合
三
人
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
寄
場
は
主
と
し
て
從
來
の
追
放
刑
に
該
當
す
る
者
を
牧
容
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
拘
禁
刑
を
執
行
す

る
施
設
で
あ
り
、
併
せ
て
保
安
塵
分
を
行
い
、
そ
の
螢
役
は
外
役
が
多
く
、
且
つ
牧
容
期
間
は
共
に
不
定
期
で
あ
つ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
そ

　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
セ

し
て
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
主
と
し
て
博
突
犯
に
鋤
庭
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
黙
は
、
當
時
の
勘
定
奉
行
村
松
忠
治
右
衛
門
の
次
の
手
記
に
よ

　
　
　
　
長
岡
藩
の
寄
揚
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
一
一
二
五
）



（
9
）

つ
て
、

長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山

明
ら
か
で
あ
る
。

（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

ノ『㌧

（
三
一
六
）

　
盗
賊
奉
行
は
其
配
下
に
目
明
と
て
、
博
変
を
專
ら
に
す
る
の
徒
あ
り
て
良
民
を
害
す
る
故
、
是
を
改
正
せ
し
め
む
爲
め
被
仰
付
し
な
り
。
當
時
足
輕
方
に
盗
賊

方
下
役
と
唱
へ
候
者
三
人
有
之
、
其
下
目
明
と
唱
へ
候
者
五
人
有
之
、
叉
其
下
に
目
明
子
分
と
唱
候
者
大
勢
有
之
、
盗
賊
に
か
X
り
候
節
は
、
目
明
の
手
に
て
專

ら
穿
索
し
、
盗
賊
の
吟
味
も
目
明
に
て
下
調
致
し
候
事
に
相
成
候
故
、
此
者
共
殊
の
外
羽
振
よ
ろ
し
く
、
他
方
に
も
同
業
の
者
籔
多
有
之
、
世
間
手
廣
に
致
し
居

候
に
付
、
盗
品
の
探
索
等
は
能
く
行
屈
候
得
共
、
前
々
の
悪
弊
に
て
、
彼
等
は
博
変
を
渡
世
に
し
、
諸
方
の
市
場
等
へ
子
分
多
勢
召
蓮
、
金
銭
を
か
ち
取
候
を
旨

と
し
、
甚
だ
不
堵
の
所
業
に
付
、
右
流
弊
改
正
の
爲
め
、
蝋
座
役
所
の
跡
を
寄
せ
場
と
改
爾
し
、
博
変
其
外
不
将
の
所
業
有
之
者
は
寄
せ
場
入
申
付
、
李
人
と
紛

れ
ざ
る
様
に
髪
の
毛
を
剃
り
落
し
、
柿
色
の
衣
服
を
着
せ
、
銘
々
仕
馴
れ
た
る
事
等
日
々
課
業
を
申
付
、
或
は
人
足
に
使
ひ
、
追
々
善
人
に
立
蹄
り
候
様
嚴
重
に

規
則
を
設
け
、
若
寄
せ
場
入
の
者
出
奔
致
し
候
へ
ば
、
取
押
へ
改
第
死
刑
申
付
事
に
相
成
候
。
死
珊
は
苛
酷
に
過
ぎ
候
様
被
存
、
種
々
討
論
い
た
し
候
得
共
、
當

時
博
徒
の
勢
ひ
盛
に
て
、
斯
迄
嚴
重
に
不
致
候
牟
而
者
、
制
禁
難
行
屈
、
是
邸
ち
一
殺
萬
生
の
道
理
と
申
事
に
て
（
河
井
氏
の
意
見
也
）
政
府
へ
伺
の
上
取
極
め

し
が
、
未
だ
日
間
無
之
内
、
目
明
多
兵
衛
と
申
者
、
嘱
に
博
変
い
た
し
候
を
直
に
取
押
へ
、
寄
せ
場
入
申
付
、
叉
改
て
サ
イ
ノ
メ
、
カ
ル
タ
初
め
博
変
の
諸
道
具

は
不
残
取
揚
け
、
寄
せ
場
に
於
て
焼
捨
に
致
し
、
博
変
の
諸
道
具
費
買
嚴
禁
申
付
く
れ
ば
、
其
後
は
根
を
絶
ち
候
姿
に
相
見
え
候

　
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
博
爽
の
狙
独
に
つ
い
て
は
、
幕
府
並
に
各
藩
と
も
そ
の
謝
策
に
大
い
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
長
岡
藩
で
も
延
寳
五
年

（
叡
七
）
の
庶
民
蜀
す
る
「
長
岡
町
守
書
」
菱
び
「
響
守
書
」
に
「
塁
藷
之
藤
篁
切
可
爲
無
用
、
蓑
背
仕
有
之
煮
薯
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

儀
者
不
及
申
、
宿
仕
者
並
其
所
の
肝
煎
組
頭
横
目
五
人
組
迄
可
爲
越
度
事
」
と
あ
り
、
ま
た
寳
暦
十
二
年
（
一
一
晩
山
ハ
）
の
足
輕
以
下
に
饗
す
る
「
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

々
」
に
「
塁
並
大
酒
不
作
法
擁
有
之
蚤
い
て
は
、
可
爲
曲
事
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
明
和
元
年
（
匙
ハ
）
に
は
「
博
藷
霧
篁
剛
ま
り

御
法
度
に
候
庭
近
年
一
統
相
ゆ
る
み
博
変
賭
の
勝
負
等
色
々
の
名
目
を
付
武
士
屋
敷
又
ハ
茶
屋
並
辻
々
に
お
い
て
右
艦
不
将
の
儀
致
候
趣
相
聞
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

來
右
髄
之
儀
有
之
候
は
X
急
度
申
付
候
懸
合
先
々
の
儀
無
用
捨
相
糺
仕
置
申
付
候
」
と
い
う
言
葉
を
高
札
に
書
き
加
え
た
ご
と
く
博
突
を
嚴
禁
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

て
い
た
が
、
か
な
ら
ず
し
も
十
分
な
防
邊
効
果
を
あ
げ
て
い
な
か
つ
た
。
ま
た
、
目
明
に
博
徒
の
多
い
こ
と
は
、
長
岡
の
み
な
ら
ず
他
の
地
方
で



も
共
通
の
現
象
で
あ
り
、
當
時
の
學
者
に
し
て
、
そ
う
し
た
目
明
の
制
度
そ
の
も
の
を
批
難
す
る
も
の
も
多
く
、
幕
府
で
も
そ
の
弊
害
を
み
と
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

、
寛
政
元
年
暴
（
㌫
八
）
、
目
明
使
用
纂
令
畜
し
た
こ
と
ゑ
つ
奈
、
＋
分
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
奪
叢
か
つ
た
．
蕎
の
霧

は
、
そ
れ
ら
博
突
犯
に
封
す
る
封
策
と
し
て
は
、
そ
の
目
的
を
か
な
り
達
成
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

　
ま
た
、
寄
場
に
つ
い
て
は
、
次
の
山
崎
有
信
談
も
あ
る
。

　
　
慶
懸
の
三
年
頃
で
あ
り
ま
す
が
、
叉
專
ら
河
井
氏
等
の
主
唱
に
よ
り
長
岡
に
徒
刑
場
（
俗
に
寄
場
と
も
云
ふ
）
と
云
ふ
も
の
を
創
設
し
て
、
囚
人
に
柿
色
の
衣

　
服
を
着
せ
、
片
方
の
眉
と
頭
髪
と
を
牛
分
剃
り
落
し
て
目
印
と
爲
し
、
其
の
逃
走
を
防
い
で
只
今
の
如
く
懲
役
囚
を
外
役
に
使
用
す
る
こ
と
を
實
行
し
ま
し
た

　
が
、
其
の
當
時
小
金
井
儀
兵
衛
氏
が
盗
賊
奉
行
を
し
て
居
ら
れ
て
、
專
ら
其
局
に
當
り
大
に
功
績
を
墨
げ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
。

　
こ
の
談
話
に
よ
る
と
、
寄
場
は
俗
構
で
あ
つ
て
、
徒
刑
場
と
い
う
名
構
が
正
式
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
確
か
め
る
べ
き
資
料
は
遺

憾
な
が
ら
見
當
ら
な
い
。
ま
た
、
開
設
の
年
に
つ
い
て
は
、
前
掲
市
史
が
「
慶
慮
二
年
十
】
月
」
河
井
の
奉
行
就
任
直
後
と
曖
昧
に
書
い
て
い
る

の
に
反
し
て
、
こ
の
談
話
は
「
慶
鷹
三
年
」
と
明
記
し
て
い
る
。
慶
鷹
二
年
十
二
月
五
日
、
町
民
米
藏
な
る
者
が
追
放
刑
に
庭
せ
ら
れ
た
例
が
あ

　
　
（
16
）

る
か
ら
、
寄
場
が
追
放
刑
を
駿
止
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
そ
れ
以
後
に
開
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
談
話
の
「
慶
鷹
三
年
」
論
は
お
そ
ら
く
正
し
い
事
實
を
鳳
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
片
髪
、
片
眉
の
措
置
は
他
藩
の
徒
刑
に
も

　
　
　
　
　
　
（
π
）

そ
の
例
が
あ
る
が
、
果
し
て
そ
う
か
、
前
に
掲
げ
た
諸
文
献
で
は
い
ず
れ
も
「
三
分
刈
」
「
五
分
刈
」
と
の
み
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
か

明
ら
か
で
な
い
。

　
さ
て
、
前
に
み
た
ご
と
く
、
改
善
主
義
に
立
脚
し
不
定
期
の
自
由
刑
と
保
安
庭
分
を
實
施
し
た
寄
場
は
、
當
時
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
注
目
す

べ
き
行
刑
の
執
行
で
あ
る
が
、
こ
の
典
豫
は
何
で
あ
つ
た
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
幕
府
の
寄
場
の
影
響
で
あ
る
。
幕
府
と
密
接
な
關
係

に
あ
つ
た
長
岡
藩
が
、
幕
府
の
制
度
を
模
倣
す
る
こ
と
も
十
分
老
え
ら
れ
る
。
，
俗
稽
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
寄
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
三
一
七
）



　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
一
一
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
む

も
、
加
役
方
人
足
寄
場
の
名
構
に
準
じ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
法
の
影
響
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
、
こ
こ
で
そ
の
創
設
者
が
、
河
井
縫
之
助
で
あ
つ
た
事
實
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

河
井
は
落
元
年
（
監
六
）
三
＋
義
の
抗
外
様
陰
鰹
登
用
さ
般
郡
奉
行
町
奉
行
を
へ
て
震
四
年
（
嫁
．
）
譲
家
老
上
庭

す
す
ん
で
藩
政
を
掌
握
、
戊
辰
戦
孚
に
際
し
て
は
軍
事
総
督
と
し
て
一
藩
を
提
げ
て
薩
長
の
大
軍
に
抗
戦
、
衆
寡
敵
せ
ず
、
敗
戦
の
裡
に
、
悲
肚

な
最
後
を
と
げ
た
越
後
の
英
傑
で
あ
る
。
彼
は
郡
奉
行
に
就
任
し
て
か
ら
、
財
政
の
整
理
、
大
土
木
工
事
の
完
成
、
賄
賂
の
悪
習
の
根
絶
、
勤
倹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

節
約
方
針
の
働
行
、
毛
見
制
の
改
革
、
遊
廓
の
慶
止
、
兵
制
の
整
備
な
ど
、
藩
政
の
刷
新
を
断
行
し
た
。
寄
場
の
制
も
、
そ
う
し
た
改
革
の
一
部

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
．
彼
が
萬
延
元
年
（
監
六
）
讐
い
た
手
紙
の
斎
即
に
「
勢
と
申
蓮
可
恐
者
無
之
候
。
導
外
人
を
眞
似
颪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

態
制
度
の
一
憂
せ
ん
事
、
或
者
在
近
敷
。
…
－
今
日
の
洋
風
洋
式
も
、
十
年
の
後
に
は
可
至
無
怪
者
鰍
」
と
あ
る
が
、
彼
の
識
見
は
西
洋
文
物
の

移
入
が
必
至
で
あ
る
こ
と
を
、
十
分
に
見
通
し
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
達
識
が
、
そ
の
藩
政
改
革
事
業
に
大
き
く
投
影
し
た
こ
と

は
疑
い
え
な
い
。
軍
制
の
ご
と
き
は
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
式
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
近
代
的
組
織
と
装
備
が
、
戊
辰
職
争
に
際
し
、

長
岡
藩
軍
勇
戦
の
源
動
力
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
彼
は
、
藩
政
改
革
を
行
う
に
際
し
、
と
く
に
西
洋
事
情
の
参
考
に
つ
い
て
、
彼
の
親
友
で
あ
つ
た
蘭
墨
者
小
山
良
蓮
か
ら
種
々
の
助
言
を
う
け

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
西
洋
の
近
代
的
自
由
刑
に
類
似
す
る
寄
場
は
、
彼
の
西
洋
事
情
に
關
す
る
識
見
に
小
山
の
助
言
が
加
わ
り
着
想
さ
れ
た
こ

と
も
一
慮
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
寄
場
を
ふ
く
む
河
井
の
改
革
事
業
全
般
に
、
よ
り
一
暦
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
は
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

が
「
天
下
ノ
英
雄
方
谷
先
生
二
及
ブ
モ
ノ
ナ
シ
」
と
讃
美
し
、
終
世
の
師
と
仰
い
だ
山
田
方
谷
の
思
想
お
よ
び
山
田
が
松
山
（
高
梁
）
藩
に
お
い

て
實
施
し
た
藩
政
改
革
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
河
井
と
山
田
方
谷
と
の
關
係
は
、
安
政
六
年
（
か
筋
五
）
七
月
、
河
井
が
備
中
松
山
に
赴
き
、
山
田
の
塾
に
入
門
し
た
時
に
始
ま
る
。
河
井
は
最

初
江
戸
に
遊
學
、
齋
藤
拙
堂
、
古
賀
謹
堂
の
門
に
學
び
、
ま
た
佐
久
間
象
山
の
教
え
を
う
け
た
こ
と
も
あ
る
が
、
一
旦
國
へ
帰
り
、
安
政
六
年
一



月
、
ふ
た
た
び
江
戸
に
出
て
古
賀
塾
に
入
つ
た
。
當
時
、
松
山
藩
が
山
田
方
谷
の
指
導
の
も
と
に
諸
般
の
改
革
を
行
つ
て
い
た
事
情
を
聞
き
、
遠

く
松
山
へ
の
遊
學
を
思
い
立
つ
た
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
小
山
良
運
が
中
國
地
方
歴
遊
中
に
山
田
を
知
り
、
彼
が
河
井
に
そ
れ
を
す
す
め
た
の

　
　
（
器
）

で
あ
る
。
河
井
は
入
門
の
折
、
方
谷
に
向
い
「
吾
は
先
生
の
作
用
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
も
の
、
匠
々
経
を
質
し
、
文
を
問
は
ん
と
す
る
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ず
」
と
い
つ
た
と
傳
え
ら
れ
る
ご
と
く
、
彼
は
最
初
か
ら
、
山
田
が
そ
の
學
識
を
生
か
し
て
断
行
し
つ
つ
あ
つ
た
藩
政
庭
理
の
方
策
を
學
ぶ
こ
と

を
、
遠
遊
の
目
的
と
し
て
い
た
。
松
山
遊
學
中
、
彼
は
ま
た
九
州
に
も
行
き
、
開
港
場
長
崎
の
歌
況
を
視
察
、
蘭
人
に
つ
い
て
海
外
事
情
を
聞
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

大
い
覧
聞
議
め
た
の
で
あ
つ
た
．
萬
延
元
年
（
麩
．
〉
三
尺
蓄
を
書
、
江
戸
を
攣
文
久
葦
（
璽
、
）
蟹
髭
つ
た
．

　
河
井
の
松
山
滞
在
は
、
わ
ず
か
一
年
に
み
た
な
か
つ
た
が
、
山
田
の
施
政
を
細
大
も
ら
さ
ず
観
察
、
山
田
が
打
ち
あ
け
な
か
つ
た
藩
の
秘
密
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

項
を
も
看
破
し
、
後
年
山
田
と
再
會
の
折
、
滞
在
中
の
見
聞
を
述
べ
、
山
田
を
し
て
感
嘆
せ
し
め
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
老

え
る
と
、
河
井
に
よ
る
長
岡
藩
の
藩
政
改
革
の
モ
デ
ル
は
、
松
山
藩
の
そ
れ
で
あ
つ
た
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
改
革
事
業
の

一
部
と
し
て
新
設
さ
れ
た
寄
場
に
つ
い
て
も
、
松
山
藩
の
影
響
を
ま
ず
第
一
に
老
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
節
を
改
め
、
山
田
の
獄
政
論

お
よ
び
松
山
藩
で
設
け
ら
れ
た
徒
刑
所
に
つ
い
て
老
察
し
、
長
岡
藩
寄
場
の
源
流
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
（
1
）
　
「
長
岡
市
史
」
（
昭
和
六
年
）
九
一
頁
、
一
〇
二
貝
。
，

　
　
（
2
）
　
家
名
蜥
絶
後
、
約
二
ヵ
月
を
経
た
十
二
月
二
十
二
日
、
家
名
再
興
を
許
さ
れ
、
古
志
郡
の
内
二
萬
四
千
石
を
下
賜
さ
れ
た
。
あ
ら
た
に
忠
訓
の
弟
忠
毅
が

　
　
家
督
を
相
績
、
翌
二
年
六
月
、
版
籍
奉
還
に
俘
い
藩
知
事
仰
付
ら
れ
、
翌
三
，
年
十
月
辮
職
、
藩
は
柏
崎
縣
に
合
併
さ
れ
た
。

　
　
（
3
）
　
辻
・
前
掲
行
刑
史
稿
・
上
巻
九
六
八
ー
九
七
〇
頁
。
な
お
、
刑
政
第
三
九
巻
八
號
（
大
正
十
五
年
）
に
は
、
國
本
同
年
七
月
號
に
よ
る
と
し
て
「
寄
場
に

　
　
就
い
て
」
と
題
す
る
短
い
投
書
が
あ
り
、
長
岡
藩
寄
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
七
六
－
七
七
頁
）
。
佐
々
木
英
夫
「
刑
法
及
び
監
獄
法
の
道
徳
的
基
礎
」
に
は
、

　
　
そ
れ
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
（
目
本
法
學
第
五
巻
三
號
・
一
二
頁
）
。
私
は
、
ま
だ
國
本
の
同
號
を
み
る
機
會
を
得
な
い
が
、
前
掲
投
書
の
内
容
か
ら
列
断
す
る

　
　
　
と
、
後
掲
今
泉
氏
の
傳
記
の
抜
葦
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
（
4
）
　
前
掲
市
史
・
二
五
三
ー
二
五
四
頁
。
な
お
、
蒲
原
拓
三
「
長
岡
藩
風
と
常
在
職
場
の
精
騨
」
（
昭
和
十
九
年
）
に
も
、
寄
場
の
記
事
が
あ
る
が
　
（
二
七
三

　
　
－
二
七
四
頁
）
、
，

市
中
．
に
橡
つ
た
も
の
と
み
え
て
、
そ
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
長
岡
藩
の
寄
揚
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
一
一
二
九
）



長
岡
藩
の
寄
揚
と
松
伊
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

一
〇

（
三
二
〇
）

（
5
）
　
幕
府
の
寄
場
も
、
最
初
は
、
保
安
塵
分
の
執
行
場
と
し
て
出
褒
し
、
後
ち
に
自
由
刑
の
執
行
を
も
兼
ね
て
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
辻
・
前
掲

　
書
・
八
一
三
頁
、
細
川
・
前
掲
論
丈
・
一
一
一
頁
、
石
井
良
助
編
「
演
習
講
座
目
本
法
制
史
」
三
〇
五
頁
等
参
照
。

（
6
）
　
今
泉
鐸
教
郎
「
河
井
縫
之
助
傳
」
（
昭
和
六
年
版
）
一
六
〇
頁
。
明
治
四
十
年
、
「
開
國
五
十
年
史
」
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
に
小
河
滋
次
郎
構
留
岡
幸
助

　
爾
氏
の
「
監
獄
誌
」
が
あ
り
、
わ
が
國
自
由
刑
論
の
登
端
と
し
て
中
井
履
軒
の
永
牢
の
説
、
橋
本
左
内
の
獄
制
論
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
が
　
（
同
書
・
五
〇
七

　
頁
）
、
長
岡
の
寄
場
に
つ
い
て
は
何
の
記
載
も
な
い
。
こ
れ
を
遺
憾
と
さ
れ
た
今
泉
氏
は
、
「
北
越
新
報
」
お
よ
び
「
人
道
」
誌
上
に
「
獄
制
改
良
の
先
畳
」
を

　
登
表
さ
れ
た
。
長
岡
の
寄
場
を
紹
介
し
た
最
初
の
丈
献
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
丈
は
同
氏
が
、
明
治
四
十
二
年
、
「
河
井
縫
之
助
傳
」
を
出
版
の
折
、
同
書
に
再
録

　
さ
れ
て
い
る
。
同
傳
記
は
、
さ
ら
に
、
昭
和
六
年
か
な
り
の
檜
補
を
施
し
た
新
版
が
で
て
い
る
。
本
稿
の
引
用
は
、
す
べ
て
こ
の
新
版
に
よ
る
。
今
泉
氏
は
、

　
河
井
が
「
多
年
の
慣
習
た
る
追
放
の
刑
を
非
認
慶
棄
し
…
…
不
定
期
の
制
を
執
り
、
牢
獄
を
し
て
遷
善
感
化
の
揚
た
ら
し
む
る
に
努
め
た
り
し
」
は
「
何
等
の

　
卓
見
ぞ
や
」
「
我
監
獄
史
上
、
特
筆
大
書
す
べ
き
こ
と
な
ら
ず
と
せ
ん
や
」
と
し
、
　
五
十
年
史
に
、
長
岡
の
寄
場
が
洩
れ
た
理
由
を
、
長
岡
を
は
じ
め
東
北
地

　
方
が
朝
敵
と
な
つ
た
た
め
「
東
北
人
士
は
、
我
人
丈
史
上
に
隻
語
だ
も
啄
を
挾
む
の
椹
利
な
き
者
と
思
惟
せ
ら
れ
し
結
果
」
「
終
に
之
が
脆
落
を
見
る
に
至
れ

　
る
者
な
る
べ
き
か
」
と
推
測
し
て
、
は
げ
し
い
口
調
で
、
そ
の
脆
落
を
責
め
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
書
・
一
六
三
－
一
六
五
頁
）
。
　
し
か
し
、
そ
れ
は
籐
り
に
も

　
思
い
過
ぎ
で
あ
つ
て
、
當
時
の
近
世
法
制
史
研
究
の
水
準
を
以
て
し
て
は
、
他
の
法
制
史
家
も
し
く
は
刑
事
法
學
者
が
執
筆
し
た
と
し
て
も
、
長
岡
の
寄
揚
に

　
ま
で
は
筆
が
及
ば
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
昭
和
十
二
年
、
金
田
李
一
郎
教
授
が
書
か
れ
た
前
掲
「
近
世
懲
役
刑
小
考
」
は
、
非
常
に
精
緻
な
研
究
で
あ
っ
た
に

　
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
長
岡
の
そ
れ
を
逸
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。

（
7
）
　
今
泉
・
前
掲
書
・
一
六
一
－
一
六
三
頁
。
こ
の
談
話
は
、
同
書
の
明
治
四
十
二
年
版
に
は
な
く
、
昭
和
六
年
版
で
層
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
廣

　
井
一
「
寄
せ
揚
と
牢
屋
」
（
「
紅
秋
随
筆
録
」
四
七
同
・
北
越
新
報
昭
和
四
年
三
月
十
六
目
）
は
、
こ
の
談
話
の
抜
葦
で
あ
る
。

（
8
）
　
從
來
の
追
放
刑
に
は
数
種
が
あ
つ
た
。
領
内
梯
は
、
窃
盗
、
領
内
梯
立
露
り
、
不
孝
、
不
義
、
訴
訟
の
根
押
、
借
の
女
犯
な
ど
に
科
す
る
も
の
窯
五
十

　
以
上
二
百
以
下
の
敲
を
附
加
し
た
。
こ
れ
に
該
當
す
る
者
が
脱
走
し
た
と
き
は
、
親
族
ま
た
は
村
役
人
よ
り
届
出
さ
せ
、
永
根
限
ま
た
は
五
年
根
限
と
し
て
除

　
籍
し
、
後
年
に
至
り
悔
悟
が
み
と
め
ら
れ
る
と
、
復
籍
が
許
さ
れ
た
。
組
梯
は
、
博
変
、
潜
上
無
禮
、
詐
欺
、
落
し
丈
、
野
荒
な
ど
に
科
し
た
。
同
種
の
犯
罪

　
で
輕
い
も
の
は
村
彿
に
し
た
（
「
長
岡
領
賞
罰
法
」
・
温
古
乃
栞
第
八
編
・
明
治
二
＋
三
年
・
五
頁
）
。
な
お
、
ち
温
古
乃
栞
」
は
、
長
岡
温
古
談
話
會
嚢
行
の
郷

　
土
史
雑
誌
で
あ
る
。
同
書
と
、
註
7
に
引
用
し
た
北
越
新
報
を
本
稿
に
利
用
し
え
た
の
は
、
長
岡
市
互
尊
丈
庫
の
今
泉
省
三
氏
の
御
好
意
に
よ
る
。
記
し
て
厚

　
く
感
謝
の
意
を
表
す
。

（
9
）
　
村
松
忠
治
右
衛
門
「
思
出
草
」
・
今
泉
・
前
掲
書
一
六
五
－
一
六
六
頁
よ
り
引
用
。

（
1
0
）
　
前
掲
市
史
・
二
二
九
頁
、
二
三
六
頁
。



（
1
1
）
　
前
掲
書
・
一
五
六
頁
。

（
1
2
）
　
「
物
の
起
原
の
部
」
・
温
古
乃
栞
第
二
十
五
編
（
明
治
二
十
五
年
）
二
一
頁
。

（
1
3
）
　
と
く
に
博
徒
が
手
下
を
し
た
が
え
、
神
肚
佛
閣
の
祭
日
な
ど
に
、
假
小
屋
を
設
け
て
博
変
を
ひ
ら
く
こ
と
は
、
寛
永
以
來
の
流
行
で
、
禁
止
は
徹
底
し
な

　
か
つ
た
（
「
習
慣
の
部
」
・
温
古
乃
栞
第
十
五
編
・
明
治
二
十
四
年
・
二
七
頁
）
。

（
1
4
）
　
廃
田
保
美
「
徳
川
時
代
警
察
制
度
の
研
究
」
（
下
）
・
警
察
研
究
第
八
審
七
號
八
O
頁
以
下
。

（
1
5
）
　
山
崎
有
信
「
幕
末
血
涙
史
」
（
昭
和
三
年
）
八
五
i
八
六
頁
。
こ
の
個
所
の
記
事
は
、
同
氏
の
「
奮
長
岡
藩
士
小
林
虎
三
郎
事
歴
」
（
史
談
會
速
記
録
二
八

　
九
號
・
大
正
六
年
）
を
牧
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（　　（　　（　　（　　（
20　19　18　17　16
）　　）　　）　　）　　）

　
四
五
頁
）
。

　
相
談
相
手
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る

（
2
1
）

　
事
倍
｝
に
つ
い
て
は
、

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）
　
い
わ
れ
て
い
る

（
2
6
）

今
泉
・
前
掲
書
・
一
五
九
頁
。

有
名
な
寳
暦
四
年
熊
本
藩
刑
法
草
書
に
よ
る
徒
刑
も
、
片
眉
、
片
髪
で
あ
る
。

今
泉
・
前
掲
書
・
一
二
三
頁
以
下
。

前
掲
書
・
九
〇
頁
。

小
山
は
緒
方
洪
庵
塾
出
身
の
藩
馨
で
あ
る
が
、
河
井
は
小
山
に
兄
事
し
、
爾
人
の
關
係
は
「
形
と
影
と
の
如
く
」
　
で
あ
つ
た
と
い
う
　
（
「
幅
島
晩
晴
翁
」

　
　
小
山
は
醤
學
、
物
理
、
兵
學
、
法
制
、
経
濟
の
蘭
書
を
所
藏
し
、
西
洋
事
情
の
知
識
に
っ
い
て
は
、
河
井
よ
り
一
目
の
長
が
あ
り
、
河
井
の
よ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
泉
・
前
掲
書
・
一
三
四
ー
一
三
六
頁
）
。

河
井
の
藏
書
中
に
、
前
節
で
蓮
べ
た
「
海
國
圖
志
」
が
あ
る
（
今
泉
・
前
娼
書
・
八
八
頁
）
。
彼
は
、
同
書
を
通
じ
て
す
く
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
の
監
獄

　
　
　
　
　
　
一
慮
の
知
識
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
山
田
方
谷
全
集
」
（
昭
和
二
十
六
年
）
第
一
珊
・
五
五
頁
。

前
掲
晩
暗
翁
・
四
五
頁

今
泉
・
前
掲
書
・
七
三
頁
。

中
村
徳
五
郎
氏
も
「
山
田
方
谷
の
時
務
に
關
す
る
指
導
教
訓
と
、
長
崎
硯
察
に
依
っ
て
得
た
る
啓
蒙
と
は
、
河
井
の
爲
に
は
一
代
の
指
針
で
あ
つ
た
」
と

　
　
　
　
（
「
快
傑
河
井
縫
之
助
」
・
傳
記
第
三
巻
一
號
一
六
九
頁
）
。

今
泉
・
前
掲
書
・
七
九
頁
。

長
岡
藩
の
寄
揚
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

一

（
三
二
一
）



長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

一
二

（
三
二
二
）

三
　
河
井
の
師
山
田
方
谷
の
獄
制
論
と
、
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

備
中
の
松
山
（
嚢
）
薄
、
延
享
元
年
三
月
（
㌫
四
）
、
板
倉
周
防
守
勝
澄
が
、
伊
勢
の
警
か
ら
奮
霧
封
さ
れ
た
2
始
ま
る
．
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
領
地
は
上
房
、
川
上
、
下
道
、
加
陽
、
淺
口
、
哲
多
、
阿
賀
の
七
郡
に
わ
た
り
、
石
高
は
五
萬
石
、
そ
の
後
、
勝
澄
か
ら
籔
え
て
七
代
伊
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

黙
が
、
農
四
年
百
（
麩
．
V
、
朝
敵
の
故
を
以
萌
治
政
府
か
ら
官
纏
奪
領
地
叢
の
命
書
け
る
婁
約
亘
＋
年
つ
づ
い
た
．

　
嘉
永
二
年
閏
四
月
（
か
蝋
四
）
、
家
督
を
縫
い
だ
勝
静
は
、
幕
府
の
老
中
に
も
就
任
し
た
人
材
で
あ
つ
た
が
、
民
政
に
も
意
を
用
い
、
と
く
に
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

田
方
谷
（
安
五
郎
）
を
抜
擢
、
藩
の
元
締
と
な
し
、
諸
般
の
改
革
に
從
事
せ
し
め
た
。
山
田
は
少
年
時
代
、
京
の
寺
島
白
鹿
の
門
に
學
び
、
文
政
十

二
年
（
炬
鰍
二
）
二
十
五
歳
の
折
、
藩
學
有
終
館
の
禽
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
俊
秀
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
に
出
で
佐
藤
一
齋
の
門
に
入
り
、
佐
久

間
象
貞
馨
宏
陰
と
轟
交
喜
す
ん
だ
．
天
保
七
年
＋
月
（
麩
、
一
）
蔑
蓄
や
霧
墾
頭
を
婁
ら
れ
奈
、
天
保
九
年
（
飯
、
一
）

に
は
藩
校
教
授
の
か
た
わ
ら
、
牛
麓
舎
と
稻
す
る
家
塾
を
ひ
ら
き
、
遠
近
よ
り
來
學
す
る
多
く
の
門
下
生
の
指
導
に
も
當
つ
た
。
彼
は
陽
明
學
に

長
じ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
洋
學
に
つ
い
て
も
ふ
か
い
理
解
を
有
し
、
西
洋
文
明
の
受
容
に
は
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
有
し
て
い
た
。
弘
化
四
年

（
や
筋
四
）
、
西
洋
式
銃
砲
探
用
の
必
要
を
み
と
め
、
唐
ら
津
山
藩
に
赴
き
、
天
野
直
人
（
山
口
同
島
秋
帆
の
弟
子
）
に
つ
い
て
砲
術
、
銃
陣
の
研
學
に
努
め

た
の
は
、
彼
の
そ
う
し
た
先
畳
的
見
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
山
田
が
元
締
に
就
任
し
た
當
時
の
藩
は
、
諸
政
弛
慶
し
、
と
く
に
財
政
的
に
は
全

く
行
き
づ
ま
り
の
朕
況
で
あ
つ
た
。
石
高
は
五
萬
石
と
構
す
る
も
、
實
牧
は
わ
ず
か
二
萬
石
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
た
め
負
債
は
山
積
し
、
「
貧
乏

板
倉
」
の
悪
名
は
廣
く
世
間
に
知
れ
わ
た
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
百
姓
出
身
の
儒
者
で
あ
つ
た
山
田
が
、
藩
の
財
政
を
掌
握
す
る
元
締
の
職
に

任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
異
歎
の
抜
擢
で
あ
つ
た
。
彼
は
藩
主
の
知
遇
に
む
く
ゆ
る
た
め
、
藩
の
危
機
に
一
身
を
さ
さ
げ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
藩
政
改

革
の
方
策
は
、
上
下
節
約
、
負
債
整
理
、
産
業
振
興
、
紙
幣
刷
新
、
士
民
撫
育
、
文
武
奨
働
の
六
項
目
を
掲
げ
て
、
着
實
に
行
わ
れ
た
。
安
政
四

年
百
（
叡
五
〉
元
締
議
す
る
薯
八
年
問
宙
霧
召
見
棄
實
喜
す
び
、
負
債
は
す
べ
て
償
却
な
お
藩
の
財
政
に
は
＋
萬
鶴



の
欝
を
告
た
と
い
わ
れ
て
い
る
．
ま
た
そ
の
問
嘉
永
五
年
吾
（
叡
五
）
に
纂
奉
行
を
嚢
ね
、
賄
賂
や
塁
の
嚴
禁
貧
村
救
助
、

貯
倉
の
設
立
、
道
路
や
水
利
の
改
善
、
撫
育
所
、
教
論
所
の
新
設
、
農
兵
、
銃
隊
の
編
成
な
ど
一
般
的
な
民
政
の
面
で
も
、
大
き
な
改
革
を
断
行

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
こ
の
藩
政
改
革
の
唄
部
と
し
て
徒
刑
所
が
設
け
ら
れ
た
。
「
昔
夢
一
班
」
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
徒
刑
所
と
云
ふ
懲
戒
場
、
同
心
町
に
あ
り
。
賭
博
を
爲
す
も
の
、
叉
は
親
不
孝
、
心
得
方
不
宜
も
の
を
懲
戒
す
る
庭
に
て
、
薄
髪
に
剃
落
し
、
眉
を
剃
、
辮
柄

　
染
の
袖
な
し
、
背
に
徒
の
字
を
大
書
し
た
る
も
の
を
着
せ
、
夫
役
に
召
遣
ふ
也
。
今
の
懲
役
人
な
り
。
（
註
）
薄
髪
と
は
耳
の
あ
た
り
の
嬰
の
髪
だ
け
残
し
置
き

　
て
頭
の
上
の
部
分
を
剃
落
す
こ
と
な
り
。

　
徒
刑
所
開
設
の
正
確
な
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
梁
市
の
郷
土
史
家
、
金
岡
武
氏
の
推
測
で
は
、
民
政
改
革
の
最
盛
期
で
あ
つ
た
嘉
永
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

五
年
頃
の
こ
と
と
し
て
お
ら
れ
る
。
徒
刑
所
關
係
の
資
料
に
は
、
こ
の
手
記
以
外
に
ほ
と
ん
ど
み
る
べ
き
も
0
が
な
く
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
が
、
博
変
な
ど
の
輕
い
犯
罪
に
謝
す
る
不
定
期
の
自
由
刑
と
不
良
者
に
封
す
る
保
安
庭
分
を
併
せ
行
う
施
設
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
徒
刑
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
直
接
の
關
連
は
な
い
が
、
山
田
の
獄
政
に
關
す
る
所
信
を
知
る
資
料
と
し
て
、
次
の
文
書
が
あ
る
。

　
　
因
獄
之
儀
者
人
民
死
生
之
所
レ
係
、
政
刑
善
悪
之
所
レ
分
二
而
、
尤
大
切
之
事
二
候
塵
、
種
々
積
弊
有
レ
之
趣
に
相
聞
候
間
、
弊
脅
之
次
第
一
々
取
調
箇
條
書
に

　
致
、
荷
又
其
弊
を
致
上
掃
『
候
良
法
致
二
許
議
↓
具
に
可
被
二
申
出
『
候
事

　
　
　
右
良
法
と
申
は
、
獄
中
之
始
末
清
潔
に
し
て
蔓
金
杯
と
唱
候
類
無
レ
之
、
囚
人
に
仁
愛
を
加
へ
、
病
死
之
者
少
く
相
成
、
無
罪
之
者
は
早
速
相
冤
れ
、
有
罪

　
　
　
之
者
は
感
服
改
心
い
た
し
、
重
罪
に
至
候
者
も
恨
を
含
不
レ
申
檬
、
其
外
公
正
之
法
則
相
立
候
様
許
議
可
レ
有
レ
之
候
事

　
こ
の
文
書
を
巡
る
事
情
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
山
田
の
獄
制
改
革
に
封
す
る
關
心
の
一
端
だ
け
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
徒
刑
所
は
、

こ
う
し
た
彼
の
“
熱
意
の
所
産
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
三
二
三
）



　
　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
一
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
三
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

安
政
二
年
（
㌫
五
）
、
松
山
を
訪
れ
た
雇
綱
紀
（
謬
の
「
負
笈
覧
」
お
よ
び
護
四
年
（
載
五
V
、
同
じ
く
松
山
に
來
訪
し
た
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

弘
庵
（
天
山
）
と
大
久
保
要
の
「
松
山
侯
改
革
聞
書
」
に
は
共
に
「
徒
刑
所
を
弘
め
て
、
博
変
迩
を
絶
ち
候
事
」
と
同
じ
文
言
が
み
ら
れ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
徒
刑
所
の
開
設
で
、
博
変
犯
の
防
止
に
は
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
哲
人
山
田
方
谷
」
の
著
者
、
三
島
復
氏
は
、
山
田
の
「
政
治
論
」
九
ヵ
條
の
一
つ
と
し
て
「
獄
政
は
範
を
西
洋
に
取
り
、
而
て
特
に
敏
化
を

　
　
　
　
（
1
0
）

重
く
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
徒
刑
所
こ
そ
、
西
洋
近
代
的
自
由
刑
の
形
態
を
移
入
し
た
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え
た
い
。
何
故
な

ら
ば
、
獄
制
に
關
す
る
亥
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
山
田
の
意
見
書
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

　
　
　
獄
制
改
革
意
見
書

　
　
獄
政
一
件
西
洋
法
に
傲
ひ
改
革
可
有
之
由
尤
至
極
の
事
公
儀
獄
政
の
事
も
兼
て
内
々
申
上
候
事
有
之
候
へ
共
終
に
不
被
行
和
漢
共
西
洋
に
不
及
は
尤
此
一
件
に

　
候
庭
今
般
改
法
有
之
候
は
』
御
仁
政
の
第
一
と
存
候
に
付
左
の
ケ
條
試
に
申
述
候

　
　
一
、
獄
政
を
正
さ
ん
と
な
ら
は
刑
官
た
る
人
先
つ
根
本
の
道
理
を
悟
り
可
申
佛
門
に
て
は
善
悪
不
二
の
眞
理
よ
り
華
嚴
行
願
品
に
有
之
諸
衆
生
囚
其
積
集
諸
悪
業

　
故
所
感
一
切
極
重
苦
果
我
皆
代
受
と
有
之
文
を
會
得
し
叉
は
洋
教
の
五
族
皆
兄
弟
の
大
道
よ
り
耶
蘇
の
世
界
萬
民
の
罪
に
代
り
礫
罪
に
遭
し
事
を
感
得
し
こ
れ
を

　
根
本
と
し
て
下
役
同
心
共
の
中
に
て
仁
愛
あ
り
て
理
に
明
な
る
者
に
此
根
本
を
懇
々
読
得
し
獄
中
掛
役
を
可
申
付
事

　
　
一
、
獄
中
を
教
化
す
る
事
西
洋
の
方
に
て
第
一
の
主
意
な
れ
は
此
等
に
て
も
先
つ
教
師
を
撰
ふ
へ
し
其
人
は
出
家
中
に
て
知
識
あ
る
も
の
叉
は
心
學
に
長
た
る
俗

　
人
に
て
も
籔
人
撰
み
出
し
其
役
を
申
付
隔
日
位
に
獄
外
迄
往
き
懇
々
教
導
の
方
を
鑑
さ
し
む
へ
し

　
　
一
、
獄
中
を
清
潔
に
し
囚
徒
は
各
手
業
を
勉
め
し
む
る
は
西
洋
書
に
も
見
へ
た
れ
は
こ
れ
を
主
と
し
其
外
獄
中
に
て
も
禮
儀
を
正
し
先
つ
朝
夕
神
佛
父
租
を
拝
禮

　
　
せ
し
め
起
臥
も
時
を
域
て
嚴
重
に
せ
し
め
長
幼
の
序
を
正
さ
し
め
第
一
囚
徒
互
に
悪
事
の
咄
を
堅
く
禁
し
此
法
に
背
く
も
の
あ
れ
は
早
速
獄
を
引
分
別
に
困
苦
せ

　
　
し
む
る
の
仕
置
あ
る
へ
し

　
　
一
、
永
牢
囚
徒
は
叉
別
段
の
者
に
て
多
年
間
に
教
化
次
第
に
て
随
分
善
良
に
攣
す
へ
し
只
是
迄
の
通
大
抵
年
敷
を
追
ひ
　
國
家
慶
憧
に
托
し
敲
彿
等
に
行
ひ
候
檬

　
　
の
事
に
て
は
攣
化
す
る
も
の
あ
る
へ
か
ら
ず
彼
も
已
に
其
彿
は
れ
を
期
し
居
在
獄
中
よ
り
種
々
悪
事
の
講
究
の
み
い
た
し
置
彿
は
る
x
や
い
な
や
直
に
大
悪
を
働



く
事
永
牢
囚
徒
の
習
は
し
と
成
悲
む
へ
き
の
甚
し
き
也
さ
れ
は
此
徒
に
限
り
別
獄
を
設
け
尤
教
化
に
カ
を
誰
し
年
数
に
拘
ら
す
教
師
の
鑑
定
掛
役
の
許
議
を
以
て

其
中
第
一
に
攣
化
し
た
る
と
思
ふ
も
の
を
一
二
人
つ
つ
出
牢
せ
し
め
獄
中
に
て
手
業
の
積
財
を
與
へ
元
手
に
せ
し
め
叉
は
荒
田
な
と
墾
し
め
農
業
に
不
得
手
の
者

は
相
當
の
業
を
興
へ
試
に
一
爾
年
を
過
し
い
よ
く
攣
化
相
違
無
之
も
の
は
臨
村
叉
は
新
百
姓
に
可
申
付
其
中
に
如
何
の
者
は
叉
臨
牢
申
付
る
事
も
可
有
之
右
相

濟
候
上
は
又
其
次
に
璽
化
の
者
を
一
爾
人
出
牢
せ
し
め
右
の
通
に
同
様
い
た
し
遣
し
次
第
に
前
出
の
者
を
見
習
ふ
様
に
せ
し
む
へ
し
尤
其
始
は
鑑
察
を
嚴
に
し
萬

一
逃
走
い
た
す
も
の
は
早
速
に
捕
へ
來
り
重
懲
の
法
あ
る
へ
し

　
　
永
牢
は
元
遠
流
の
代
り
に
申
付
る
法
な
れ
と
も
終
り
は
右
に
云
ふ
通
り
又
世
間
に
出
し
め
一
暦
の
悪
を
働
き
横
行
せ
し
む
る
に
至
る
叉
梯
ひ
候
時
御
領
分
叉

　
　
は
近
國
御
構
な
と
の
法
も
天
下
の
公
道
に
あ
ら
す
因
て
此
一
件
に
は
粂
て
愚
案
も
あ
れ
と
も
事
多
く
且
今
日
俗
夫
の
承
知
す
へ
き
限
に
あ
ら
す
西
洋
の
法
管

　
　
に
行
は
れ
前
文
に
い
ふ
根
本
さ
へ
明
な
れ
ば
自
然
に
行
は
る
玉
に
至
る
へ
し

一
、
徒
刑
所
の
も
の
も
此
獄
制
に
準
し
教
化
の
良
法
あ
る
へ
し
此
法
に
於
て
は
元
よ
り
教
化
の
爲
に
設
け
し
法
な
れ
と
も
其
法
疎
略
に
し
て
釜
な
き
の
み
な
ら
す

却
て
互
に
悪
事
を
講
明
し
蹄
村
の
上
更
に
一
暦
の
悪
を
長
す
る
に
至
る
こ
れ
を
教
ゆ
る
の
法
尤
心
を
用
ゆ
へ
き
事
と
お
も
ふ

　
こ
の
意
見
書
に
封
す
る
三
島
中
洲
の
註
記
に
「
此
書
は
蕾
藩
の
郡
奉
行
に
て
此
議
あ
り
、
先
生
へ
相
談
し
た
る
返
書
な
ら
ん
か
、
吾
等
一
同
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

か
ざ
る
事
な
り
、
頃
は
元
治
よ
り
慶
慮
の
初
年
な
ら
ん
」
と
あ
る
。
こ
の
年
代
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
山
田
は
す
で
に
再
度
就
任
し
た
元
締
の
職

を
引
退
、
致
仕
し
て
は
い
た
が
、
な
お
藩
の
年
寄
役
と
し
て
陰
然
た
る
勢
力
を
有
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
意
見
書

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
永
牢
の
者
の
庭
遇
、
教
謹
の
制
な
ど
、
す
べ
て
實
行
に
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
確
む
べ
き
資
料
は
、
残
念
な
が

ら
見
出
し
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
意
見
書
に
よ
つ
て
伺
い
う
る
彼
の
行
刑
思
想
こ
そ
、
徒
刑
所
創
設
の
思
想
的
裏
付
け
で
あ
つ
た
と
み
て
よ
か

ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
獄
政
の
事
」
「
和
漢
共
西
洋
に
不
及
は
尤
此
一
件
に
候
」
と
い
う
言
葉
に
、
集
約
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
彼
は
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

洋
の
獄
制
の
長
所
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
れ
に
準
じ
て
教
化
改
善
を
主
旨
と
す
る
行
刑
制
度
の
創
立
を
め
ざ
し
、
ま
ず
徒
刑
所
を
設
け
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
山
田
が
西
洋
の
獄
制
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
知
識
を
有
し
た
か
は
知
る
べ
く
も
な
い
し
、
ま
た

徒
刑
所
の
内
容
が
、
具
艦
的
に
は
西
洋
の
制
度
か
ら
ど
ん
な
影
響
を
、
）
け
た
か
も
、
残
念
な
が
ら
知
り
え
な
い
が
、
す
く
な
く
と
竜
徒
刑
所
設
立

　
　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
三
二
五
）



　
　
　
長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
六
　
　
　
（
三
二
六
）

の
動
機
と
そ
の
基
本
的
構
想
は
、
西
洋
の
行
刑
制
度
か
ら
學
び
探
つ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
幕
府
の
寄
場
あ
る
い
は
律
系
統
の
徒
刑
か
ら
、
直

接
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
徒
刑
と
い
う
名
稻
が
、
明
ら
か
に
律
に
準
披
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
髪
形
、

服
装
な
ど
に
他
の
地
方
の
自
由
刑
ー
そ
れ
は
寄
場
系
統
か
ま
た
は
律
系
統
で
あ
る
ー
か
ら
の
影
響
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
副
次

的
な
こ
と
で
あ
つ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
國
産
品
を
江
戸
に
廻
塗
し
且
つ
戦
時
に
は
軍
艦
に
す
る
た
め
、
三
百
五
十
ト
ソ
の
英
國
製
汽
船
を
購
入
し
、
西
洋
式
銃
砲
を
整
備
の
上
、
軍
制

お
よ
び
職
術
も
洋
法
に
攣
更
し
、
ま
た
製
盤
法
や
水
利
の
水
車
な
ど
も
西
洋
式
を
探
用
し
、
さ
ら
に
藩
校
有
終
館
の
學
科
に
も
洋
學
を
加
え
る
な

ど
、
西
洋
文
明
の
移
植
に
積
極
果
敢
で
あ
つ
た
山
田
の
こ
と
と
て
、
監
獄
制
度
に
西
洋
の
そ
れ
を
導
入
し
た
こ
と
も
決
し
て
異
と
す
る
に
足
り
な

い
。
こ
の
よ
う
な
進
歩
的
施
策
を
多
分
に
織
り
こ
ん
だ
山
田
の
藩
政
改
革
は
、
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
の
弟
子
河
井
樵
之
助
を
通
じ
て
、
長

岡
藩
の
改
革
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
獄
制
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
主
た
る
目
的
を
博
変
犯
の
射
策
に
お
き
、
併
せ
て
不
良
者
致

化
の
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
、
且
つ
不
定
期
刑
を
探
用
し
た
松
山
藩
徒
刑
所
の
構
想
は
、
そ
の
ま
ま
長
岡
藩
の
寄
場
に
傳
え
ら
れ
た
も
の
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
西
洋
の
近
代
的
自
由
刑
が
、
松
山
藩
徒
刑
所
に
撫
取
、
移
入
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
長
岡
藩
の
寄
場
も
ま
た
、
そ

の
流
れ
を
く
む
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
1
）
　
「
上
房
郡
誌
」
（
大
正
二
年
）
二
七
三
頁
。

　
（
2
）
　
明
治
二
年
八
月
、
勝
静
は
永
蟄
居
を
仰
付
ら
れ
た
が
、
同
年
九
月
、
從
弟
勝
弼
に
二
萬
石
が
あ
た
え
ら
れ
、
松
山
藩
は
ふ
た
た
び
復
活
し
た
。
翌
二
年
六

　
　
月
、
版
籍
奉
還
に
伸
い
、
勝
弼
は
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
て
四
年
七
月
の
屡
藩
置
縣
に
至
つ
た
。
な
お
、
松
山
藩
が
四
國
の
松
山
藩
と
混
同
を
さ
け
る
た
め

　
　
高
梁
藩
と
改
稔
し
た
の
は
、
明
治
二
年
十
一
月
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
山
田
の
経
歴
お
よ
び
藩
政
改
革
の
歌
況
は
、
す
べ
て
「
山
田
方
谷
先
生
年
譜
」
（
前
掲
方
谷
全
集
・
第
一
冊
一
頁
以
下
）
に
擦
る
。

　
（
4
）
　
同
書
は
、
藩
の
書
役
で
あ
つ
た
國
分
胤
之
が
、
明
治
五
年
頃
、
奮
藩
事
情
の
思
い
出
を
書
き
綴
つ
た
も
の
で
、
現
在
、
金
岡
武
氏
（
高
梁
日
新
高
等
學
校

　
　
長
）
が
そ
の
韓
爲
本
を
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
そ
れ
を
利
用
で
き
た
の
は
、
同
氏
の
御
好
意
に
よ
る
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
（
5
）
　
金
岡
氏
よ
り
筆
者
宛
の
私
信
に
よ
る
。



（
6
）
　
前
掲
方
谷
全
集
・
第
二
珊
・
一
五
〇
二
ー
一
五
〇
三
頁
。

（
7
）
　
前
掲
全
集
・
第
三
冊
・
二
三
九
四
頁
。
こ
の
手
記
に
は
日
附
を
駅
く
が
、
「
當
春
津
山
ノ
植
原
六
郎
左
衛
門
ヲ
招
キ
テ
、
玉
島
海
ニ
テ
船
調
練
ヲ
試
、
・
・
ラ

　
レ
云
々
」
の
一
節
が
あ
り
、
こ
の
出
來
事
は
安
政
二
年
で
あ
る
か
ら
（
前
掲
全
集
・
第
一
珊
・
四
三
頁
）
、
南
摩
の
松
山
來
遊
が
同
年
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か

　
る
。
「
若
松
市
史
」
所
載
の
南
摩
傳
に
は
、
明
ら
か
に
「
安
政
二
年
命
に
依
り
、
關
西
諸
州
を
歴
遊
し
、
風
俗
を
探
り
藩
治
の
得
失
を
考
へ
、
負
笈
管
見
録
を
著

　
し
、
露
つ
て
之
を
献
ず
」
（
下
巻
・
五
七
五
頁
）
と
あ
る
。
彼
は
會
津
藩
士
で
あ
る
。

（
8
）
　
前
掲
全
集
・
第
三
珊
・
二
三
八
O
頁
。
天
山
は
、
徳
川
末
期
の
著
名
な
儒
者
で
あ
る
が
、
天
保
、
弘
化
の
頃
、
土
浦
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
大
久
保
要
は
同
藩
の
重
臣
で
、
當
時
、
大
阪
城
代
で
あ
つ
た
藩
主
に
し
た
が
い
、
大
阪
に
滞
在
し
て
い
た
（
望
月
茂
「
大
久
保
要
の
勤
皇
事
蹟
」
傳
記
第
十
巻

　
十
一
號
二
四
頁
）
。
天
山
は
、
松
山
行
に
先
立
ち
、
大
阪
の
大
久
保
を
訪
ね
て
い
る
（
望
月
茂
「
藤
森
天
山
略
年
譜
」
傳
記
第
三
巻
十
號
八
九
頁
）
。
し
か
し
、

　
大
久
保
が
同
行
し
て
松
山
へ
行
つ
た
形
跡
は
な
い
。
「
松
山
藩
改
革
聞
書
」
は
、
大
久
保
の
筆
録
と
の
こ
と
で
あ
る
が
（
前
掲
全
集
・
第
三
冊
．
二
三
八
六
頁
）
、

　
お
そ
ら
く
天
山
の
手
記
を
大
久
保
が
入
手
、
蓮
名
で
藩
主
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
　
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
博
変
に
つ
い
で
は
、
各
地
共
に
そ
の
封
策
に
悩
ん
で
い
た
か
ら
、
松
山
で
も
同
様
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
庶
民
に
封
す
る
藩

　
の
「
御
條
目
」
に
は
「
博
突
の
類
一
切
に
禁
制
の
事
」
（
「
阿
哲
郡
誌
」
上
巻
・
五
七
五
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
法
令
も
十
分
に
は
そ
の
効
果
を
あ
げ
て
い

　
な
か
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

（
1
0
）
　
三
島
復
「
哲
人
山
田
方
谷
」
（
明
治
四
十
三
年
）
＝
一
二
頁
。
著
者
は
山
田
門
下
で
藩
の
洋
學
総
裁
を
務
め
た
三
島
中
洲
（
毅
、
後
ち
の
丈
學
博
士
）
の

　
令
息
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
前
掲
全
集
・
第
二
珊
・
叫
五
〇
三
！
一
五
〇
四
頁
。

（
1
2
）
國
分
胤
之
編
「
魚
水
實
録
」
乾
（
明
治
四
十
四
年
）
四
〇
二
頁
。
方
谷
全
集
の
賓
料
と
註
記
は
、
す
べ
て
こ
の
實
録
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
獄
制

　
改
革
意
見
書
に
封
す
る
全
集
の
註
記
は
（
第
二
珊
・
一
五
〇
四
頁
）
、
實
録
の
そ
れ
を
多
少
省
略
し
て
い
る
の
で
、
本
丈
の
引
用
は
直
接
、
實
録
に
よ
つ
た
。

（
13
）
　
漢
學
者
で
あ
つ
た
山
田
は
、
律
の
徒
刑
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
幕
府
の
要
職
に
就
い
た
主
君
に
随
行
し
て
し
ば

　
し
ば
江
戸
に
滞
在
し
た
か
ら
、
幕
府
の
寄
揚
に
つ
い
て
も
豊
富
な
見
聞
を
も
つ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
意
見
書
が
そ
う
し
た

　
こ
と
に
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
の
は
、
彼
が
そ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
も
、
西
洋
の
獄
制
に
、
さ
ら
に
ふ
か
い
關
心
を
も
つ
て
い
た
謹
掠
と
い
え
よ
う
。

長
岡
藩
の
寄
場
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

一
七

（
三
二
七
）



長
岡
藩
の
寄
揚
と
松
山
（
高
梁
）
藩
の
徒
刑
所

一
八

（
三
二
八
）

四
　
む

す

び

　
山
田
方
谷
の
西
洋
近
代
的
自
由
刑
撫
取
論
に
も
と
づ
き
、
彼
に
よ
つ
て
創
設
さ
れ
た
松
山
藩
の
徒
刑
所
お
よ
び
そ
れ
を
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
る

長
岡
藩
の
寄
場
は
、
共
に
西
洋
近
代
的
自
由
刑
の
構
想
の
繊
受
、
實
施
で
あ
つ
た
と
す
る
私
の
老
察
は
、
以
上
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
か
な
ら

ず
し
も
十
分
な
資
料
を
見
出
し
え
ず
、
建
に
不
完
全
な
推
察
に
終
つ
た
こ
と
は
、
漸
憶
の
至
り
に
堪
え
な
い
が
、
こ
の
推
察
に
し
て
誤
り
な
し
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
な
ら
ば
、
徳
川
時
代
自
由
刑
の
類
型
は
、
從
來
い
わ
れ
て
き
た
幕
府
の
寄
場
系
統
の
も
の
、
律
系
統
の
も
の
、
お
よ
び
収
刑
形
式
の
も
の
に
、

さ
ら
に
あ
た
ら
し
い
第
四
の
類
型
す
な
わ
ち
西
洋
近
代
的
自
由
刑
系
統
の
も
の
を
み
と
め
う
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
西
洋
近
代
的
自
由
刑

の
本
格
的
繊
受
の
開
始
が
、
明
治
維
新
後
の
行
刑
か
ら
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
い
5
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
断
片
的
な
萌
芽
は
、
す
で
に
徳
川
時
代

末
期
に
存
在
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
私
は
か
つ
て
、
徳
川
時
代
の
自
由
刑
を
、
寄
場
系
統
の
も
の
と
、
律
系
統
の
も
の
の
二
類
型
に
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る
（
「
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
」
・

　
　
「
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
」
所
牧
・
一
六
八
頁
）
。
そ
の
後
、
石
井
編
・
前
掲
演
習
法
制
史
は
、
そ
れ
に
奴
刑
を
加
え
、
三
類
型
に
分
け
て
い
る
（
三
〇
八

　
　
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
二
日
稿
）


